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	公務員連絡会側は次の通り、説明の問題点を追及しました。

(1)　職務給が基本であるとしても給与決定要素がいろいろあるのはその通りだが、まったく同じ仕事をしているのに、56歳になると給与が下がるのはどういうことなのか、合理的に説明してほしい。

(2)　人事院は、同一の職務の級における昇給について能力の伸長として説明してきており、その意味で同一の職務の級でも職務に幅があることになる。この場合、56歳になって仕事が変わらないのに給与を下げるというのであれば、能力が落ちるという説明しかできない。

(3)　民間企業の50歳台後半の給与が下がっていることは事実としても、役職が変わった結果等として下がっているのであって、年齢だけを理由に下げているのではないのではないか。役職構成の変化、役職定年な
	
	
	ど給与引き下げに関わる人事管理制度、給与制度の仕組み・実態をきちんと調査した上で議論をすべきではないか。

追及に対し人事院の根本審議官は、次の通り答えました。

(1)　民間企業で50歳台後半の給与が下がっている理由については、大企業が大きく下がり、その結果、全体として下がっているということであり、本日の説明では不十分かもしれないが今の段階ではそれ以上のことは分からない。

(2)　給与構造改革を行うことにより、高齢層の格差解消について一定の成果が上がったが、民間給与が下がり、格差が拡大傾向にあることから民間とのバランスを取るために、能力の伸長を見るということだけでなく、年齢要素を見て格差を縮小する必要がでてきたということである。


人事院との交渉に対する公務員連絡会の見解は次号で報告します



公務員連絡会は、「人事院勧告に関わる要求書」に関し､今日､中央行動を配置して交渉を行います

◇◇◇津別町職は「教宣紙」の集中発行で全国統一行動に参加します◇◇◇
「国労美幌闘争団の物資販売」のお知らせ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      能取湖　夏の限定品！

７月下旬から２週間だけの漁です
日頃から、国労美幌闘争団の支援活動にご協力をいただきありがとうございます。

　闘争団の仲間は「解雇撤回・ＪＲ復帰」を訴え、ついに闘争解決を勝ち取りました。


	６月30日に国労旭川地区本部 田丸執行委員長、国労北見支部 高橋書記長、国労美幌闘争団 長縄団長が来町し、町長と連合傘下労働組合にこれまでの闘争支援に対するお礼がありました。お礼の要旨は、以下のとおりです。

1987年の国鉄分割・民営化に伴うＪＲ会社の発足で発生した「国労組合員だという理由」による採用差別事件について、４月９日に政府から解決案が示され、訴訟原告団と支援団体が受け入れを表明し、23年に及んだ労働争議が「解決」という方向に大きく動きました。

事件発生からこの間、全国各地の議会から836自治体1232本の意見書が採択され、自治体をはじめ地元や支援の皆さんから国労闘争団の生活体制の確立に多大なご尽力を
	
	
	いただきました。今回の解決は、皆様のご支援の賜であると感謝申し上げます。

　しかし、解雇された966名のうち、55名が解決を見ることなく闘い半ばで他界されたことは残念でなりません。また、解決策では闘争団員の雇用問題が依然として不透明であり、政府が約束した「路頭に迷わせない解決」に向け最後まで気を緩めることなく組織の総力で奮闘していきます。

今後とも変わらぬお力添えをお願いし、お礼と報告に代えさせていただきます。

	
	
	
	

	
	
	
	
























































































公務員連絡会は、７月６日、「50歳台後半層の給与引下げ」をめぐる２回目の人事院交渉を実施しました。前号では、50歳台後半層の給与引下げに対する人事院の説明を報告しました。それに対する公務員連絡会の追求と人事院の回答です。















































津別町は2006年６月定例議会で「ＪＲ不採用問題の早期全面解決を求める意見書」を採択し、内閣総理大臣、国土交通大臣、厚生労働大臣に提出しています。














規格及び金額


大 １ｋｇ　３,６００円　（昨年4,000円）


中 １ｋｇ　３,０００円　（昨年3,300円）


◆◆◆◆◆ 闘争解決記念価格です！ ◆◆◆◆◆





能取湖産





つきましては、毎年好評の、能取湖産「北海しまえび」を“闘争解決記念”としてご案内します。


◎詳細は別紙のとおり





「北海しまえび」の取り扱いは、今回が最後となります。











